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オオツノヒラムシは保有するフグ毒の役割を性成熟に伴い

変化させている 

 

研究成果のポイント 

・オオツノヒラムシは性成熟に伴い保有するフグ毒とその関連化合物の局在を変化させた。 

・オオツノヒラムシが保有するフグ毒と関連化合物は局所的に存在した。 

・性成熟に伴い保有するフグ毒の役割を変化させている。 

 

研究成果の概要 

（研究背景） 

 フグ毒テトロドトキシン（TTX）は、最も強力な神経毒の一つとして知られています。扁

形動物門ツノヒラムシ属のオオツノヒラムシは、フグ毒保有生物の中でも最も高い濃度の

TTX を保有していることで知られています。これまでの研究により、体サイズ依存的に体

内の毒量が増加すること、TTXだけでなく TTX 関連化合物（5,6,11-trideoxyTTX、11-norTTX-

6(S)-ol、monodeoxyTTXs、dideoxyTTX）を保有することが明らかにされてきました。一方で、

オオツノヒラムシ体内に蓄積される TTX の機能などは明らかにされていませんでした。そ

こで本研究では、オオツノヒラムシの性成熟に伴う体内における TTX、5,6,11-trideoxyTTX

および 11-norTTX-6(S)-ol の分布を明らかにすることで、オオツノヒラムシにおける TTX類

の機能を推定することを試みました。 

（研究成果） 

 神奈川県葉山町および茨城県大洗町で採捕された幼体期、交配期、産卵期、産卵後期のオ

オツノヒラムシを試料として、餌生物を捕獲する際に使用する咽頭、貯精嚢に貯められた精

子および受精嚢に貯められた次世代のミュラー幼生となる卵母細胞を採取した後、残りの

体組織を 12の部位に分けて TTX およびその関連化合物の濃度を調べました。その結果、幼

体期では餌生物を捕獲する際に使用する咽頭に高い毒性を示す TTXおよび 11-norTTX-6(S)-

olが高濃度で局在したのに対して、ほとんど毒性を示さない 5,6,11-trideoxyTTXは体の前方



で比較的高い濃度であることが分かりました（図 1）。また、産卵期の個体では受精嚢に貯

蔵された卵母細胞に高濃度の TTX および 5,6,11-trideoxyTTX が局在することが分かりまし

た。これらに加えてMS imaging 解析を行った結果、オオツノヒラムシ体内において TTXお

よび 5,6,11-trideoxyTTX は卵母細胞に、11-norTTX-6(S)-olは咽頭および隣接する柔組織に高

い濃度で局所的に局在していることが分かりました。 

 

 以上のように、オオツノヒラムシの体内において TTX 類は一様に分布しているものの、

それらは成熟段階や体の部位ごとに濃度や局在が異なることが明らかとなりました。また

TTX の局在は、体が小さい幼体期では餌生物の捕獲の際に使用する咽頭に、産卵期には次

世代のミュラー幼生となる卵母細胞に高い濃度で局在していることが分かりました。この

ことから、オオツノヒラムシは幼体期には餌生物の捕獲に、産卵期には次世代を捕食者から

守るために TTX を利用しており、自身が持つ TTXの役割を性の成熟に合わせて変化させて

いることが示唆されました（図 2）。 

 

 

  

図 2．性成熟の変化に伴うオオツノ

ヒラムシにおける TTXの役割． 

図1．オオツノヒラムシの性成熟に伴うTTXs

の濃度変化． 
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